
鳴く虫の研究 ～生態と音について～ 
 

 

鶴山台北小学校 ５年  甕 伸志 

 

１．動機 
 

 生態について  

●今年、初めてコロギス、ケラ、カマドウマなどを捕まえたので、その生態を調べたい。 

●昨年の秋以降につかまえた、クツワムシやマツムシについて調べたこともまとめたい。  

 

 音について  

●キリギリスは鳴く順番が決まっているので、それについて調べたい。 

●昨年、おばあちゃんがカヤキリの大きな音があまり聞こえないということから、鳴き声の測

定をした。しかし、いくつかの虫が測定結果と実際に聞こえる音が違う気がしたので、もう 

 少し詳しく調べたいと思った。 

 

 

２．研究方法 
 

①３月末から幼虫を探しに行き、大切に育てる（成虫になれるのは少ない）。  

②夏も成虫を捕まえに行き、大切に育てて観察する。 

③毎日、餌やり・体調チェック・掃除をする(長野のおばあちゃん家にも連れていく)。 

④鳴き声を「周波数特性図」や「スペクトログラム」で測定し、録音もする。 

⑤死んでしまった虫は、冷凍して内臓を取り出し、標本にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 採集する   ③ 育てて観察する    ④ 音を測定する   ⑤ 標本にする  

 



３．研究結果 

 

 生態について  飼っていた１７種類について、調べたり気づいたことをまとめた。 

 

●コロギスは葉をかじって丸めやすくして、糸で閉じて巣を作る。入口も糸で閉じて寝る。 

次の日も眠くなると同じ巣に入っていった。掃除をして巣がなくなると、また新しく作った。

でも、長野のおばあちゃんの所では葉を入れなかったので、巣が作れず水槽の端で寝ていた。

その後、葉を入れても巣を作らず、水槽の端で寝るようになってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ヤブキリの模様は殻についていて、脱皮の殻に模様が残る。 

脱皮直後の体には模様がなく緑一色で、乾いてくると模様が出てきた。 

●脱皮に失敗するとすぐに死ぬことが多かったが、ヤブキリのごっくん（右）は、 

翅がボロボロで足が３本しかなくて不自由だけど、長く生きられた！不思議。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ツマグロツユムシ 

 今まで和泉市では見つかっていなかった 

 ツマグロツユムシを、８月７日の夜に 

 友達と見つけた。 

 資料として持っていかれたので、今度は 

育てたい。 

 

 

 



●コロギスとヤブキリが水色の血を流していたので調べた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●鳴く時間帯が種類によって違う（部屋で飼っていたので、外とは違うかもしれない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 音について  

 

昨年は数値だけ調べたけど（右図）、 

測定結果と実際に聞こえる音が違う 

気がしたので、周波数特性図で 

調べることにした。 

 

 

 

 



●周波数特性図の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●キリギリスの測定値は 9000Hz だったけど、周波数特性図を見ると、4000Hz～5000Hz にも

ピークがあったので、その音がよく聞こえていた。 

 

●クツワムシも、11000Hz と 2500Hz の音が出ていたけど、人が聞いている音は、2500Hz の

方だった 

 

●きれいな音で鳴く虫の多くは、「倍音」が出ていた。それが和音のように働いて、いい音に聞

こえていた。 



●複数の虫の鳴き声をスペクトログラム（声紋）で調べた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じキリギリスで

も鳴き声が違う 

複数いると、鳴く

順番が決まってる 

３種類でも、決め

た順番に鳴く 



４．まとめ・結論 

 

 生態について  

●コロギスは口から糸を出す。糸の硬さはクモの糸と同じか少し強く感じた。 

クモの糸みたいにネバネバはしていないけど、葉をつなぐことができていた。 

●脱皮の「脱ぎ方」を失敗して足などがなくなっても、体力が残っていたら長く生きられる。 

脱皮後の見た目はきれいでも、すぐに落ちてしまったり、脱皮前の餌を食べない時期に歩き回

ったりすると、弱って死んでしまうことがある。 

 

 音について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



５．今後調べたいこと 

 

 音について  

●キリギリスが鳴いていない時、録音しているキリギリスの「ギー」という鳴き声を聞かせる

と、同じように鳴き始めたことや、警戒鳴きをしているときは、ヤブキリも鳴かなかったよう

な気がするので、それについても調べたい。 

 

●鳥のシジュウカラは単語と単語を合わせて人間のように文章を作れるし、シジュウカラの警戒

鳴きを聞いたリスは急いで隠れるので、虫も動物みたいにお互いに会話していたら面白い。 

 

●鳴く虫の声にリラックス効果があるという研究結果が出ているし、耳鳴りにも効果があるかも

しれないらしいので、もっと鳴く虫も人も住みやすい環境にしたい。 

 

 生態について  

 

●ぼくの町は、草刈りのときに全部を短く切るので、その直後に直翅目が少なくなってしまう。 

カヤキリ（県によっては準絶滅危惧種）などは、茎の下の方に産みつけるので、短く草を刈る

と卵もなくなってしまう。そのため、10～15cm くらい残して草刈りをすると卵が守られ

る。 

 

●和泉市も、神奈川県 

茅ヶ崎市の公園やゴル 

フ場のように、草刈り 

の一部を「高刈り」に 

するなど、生物多様性 

のある緑化にしてほしい。 

（写真：右） 

 

 

●2024 年には「和泉市信太山丘陵里山自然公園」が一部開園します。観察会で説明していた人

が「ブランコや滑り台を置こうと考えている」と言っていたので、心配です。また、草の刈り方

と生き物の関係の資料があるので、それも読んでみたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．自由研究の後に調べたこと 

『二十一世紀に生きる❝僕❞たちへ』 和泉市の生物多様性を残したい 
 

 鶴山台北小学校の校庭の草丈と直翅目の観察  

                                               ●もともといた数 

                                                 多：多い 

                                                 中：まあまあ 

                                                 少：少ない 

                                               ●変化した様子 

                                                 ×：見なくなった 

                                                 →：同じくらい 

                                                 ⤴：増えた 

 

●最近は草刈りをよくされるので、自然度の高い所に生息する種類が見られなくなった 

●自然が減っている指標になるオンブバッタなどが増えた 

 

 クツワムシが生息する「槇尾山」に大型遊具ができてしまう…     

 「槇尾川上流関連事業」で、槇尾川沿いを整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草丈 回数

ひざ以上 トノサマバッタ 多 エンマコオロギ 多 クルマバッタモドキ 多

30～50㎝ ハネナガイナゴ 多 オナガササキリ 少 ショウリョウバッタ 多

↓ コバネイナゴ 多 クビキリギス 中 オンブバッタ 多

20～30㎝に クチナガコオゴギ 少 ホシササキリ 多

切る イボバッタ 多

約20cmに トノサマバッタ × エンマコオロギ → クルマバッタモドキ ⤴

伸びる ハネナガイナゴ × オナガササキリ × ショウリョウバッタ ⤴

↓ コバネイナゴ × クビキリギス × オンブバッタ ⤴

約3㎝に クチナガコオゴギ × ホシササキリ ⤴

切る イボバッタ ⤴

４
～

５

年

の

と

き

多

学年
草刈り 自然度の高い所に

生息する種類
少し珍しい種
～　普通種

自然度の低い所に
生息する種類

１
～

４

年

の

と

き

少

「多様な生物復元のためのエコアップ手法の確立」 大阪府環境農林水産総合研究所 

『茅ヶ崎市みどりの基本計画 生物多様性ちがさき戦略』 
校庭や公園の周囲の

草刈りを、高刈りや 

半放任管理にして、

生物多様性を残して 

ほしい… 


